
 

 小野測器（工学博士） 

 

 本セミナーは、音の測定をこれから始めようとされてい
る方、あるいは騒音・音響測定の基礎技術を習得したいと
思われている方を対象とした、セミナーです。 
 音の基本的な性質から音響測定に関わる用語、概念の解
説を行なった後、音響棟実験室（無響室、半無響室、残響
室）を使用し、音の性質をご自身の耳、ならびに計測器の
測定値を通じ、体感して頂きます。 
 騒音や音といった問題に関わっていらっしゃる皆様に、
ぜひ本セミナーを受講していただき、基礎知識と基礎技術
を深めていただけますよう、ご案内申し上げます。 

 音響測定を扱う工学分野は、環境・生活騒音や機器発生
騒音の低減など「騒音制御」の領域、製品や設備の品質維
持・向上のための「騒音検査・評価」の領域、さらには、
良い音を創造する装置であるオーディオやホールだけでな
く、近年は、機械発生音を快音化する「音創り」の領域が
注目されています。音を扱う場がどのような領域であって
も、その基本的性質を知ることが必要です。伝搬，反射，
吸音，透過といった音の物理的な基本的な性質、また、人
間の聴覚の特性とそれを元にした音の評価量を解説いたし
ます。 
 
■ 音波としての基本的性質 
■ 音の基本量 
■ 音の特徴と性質、音場 
■ 聴覚の特性と評価量 
■ 実験室における計測事例（材料の音響性能・音響パワーレベル） 

 
 
 

 音響実験室での実習を行います。無響室、半無響室、残
響室という、音において特徴的な実験室に身を置く事によ
り、音の性質、挙動を体感して頂きます。また、騒音計を
２名に１台ご用意しますので、測定器の数値にても確認頂
きます。 
  
■音の基本的な性質（距離減衰、干渉、回折、指向性等） 
■材料と音響（音の透過、吸収、反射、漏れ） 
■音場の違いによる音響の差異 

Cコース 
＜音の測定の基礎と実習＞ 
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